論文・研究ノート・書評・シンポジウム報告　タイトル
サブタイトル
名字 名前
はじめに

字下げ（本文）

見出し
字下げ（本文）

C'est vrai, je n'y avais pas pensé. ほんと、忘れたよ（考えてなかったよ）。

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

おわりに

字下げ（本文）
（所属大学・機関名称）
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和文　（アイウエオ順あるいはアルファベット順）
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竹蓋幸生 (2002) 「外国語CALL教材の高度化の研究」, 『高等教育改革に資するマルチメディアの高度利用に関する研究　研究成果報告書』.
注意！
タイトルの前に、「論文あるいは研究ノート」の区別を記入すること（例　研究ノート　フランス語のリエゾンについて）。
文字数 論文は１ページが34文字×32行で18ページ（約20,000字）以内です。なお，研究ノートとして提出の場合には，10-12ページを目安にしてください。
スタイル･シートの書式を必ずまもって執筆ください。とくにタイトル，サブタイトル，所属（大学名のみで学部や学科は要りません。ぜひとも必要な場合には記入ください。），参考文献などにばらつきが見られます。
重要！！！
本文の中に用いる画像および図表は，すべて白黒にしてください．カラーや網掛けはきれいにでません．

和文レジュメ　タイトル

サブタイトル

川口　裕司
字下げ（本文） こんにちは・・・・
レジュメは１ページ以内です。

注意！　和文レジュメはHPに掲載するためのものです。最終原稿を提出するときに全員が提出してください。
(所属大学・機関の欧文名)
欧文レジュメ　タイトル

サブタイトル

Yuji KAWAGUCHI
字下げ（本文） What is …? 
レジュメは１ページ以内です。

注意！　欧文レジュメは、論文として掲載される方のみ必要になります。最終原稿を提出するときに、レジュメを提出ください。また英文は必ずインフォーマントによるチェックを事前に受けたものを提出ください。
(所属大学・機関の欧文名)
原稿提出　2013年2月23日（土）
ykawa@tufs.ac.jpに添付ファイルで送付。
提出期限に遅れた原稿は受理されませんのでご注意ください。
必ず郵送のための住所をお知らせください。

投稿から出版までの流れ
	原稿募集
	毎年11月末～12月初旬頃
	投稿は原則として大会発表者に限られます。

	原稿提出
	毎年3月末頃
	時期は年によって前後することがあります。論文・研究ノートのいずれかで投稿できます。

	査読
	4月～6月頃
	時期は年によって前後することがあります。3名以上の複数の査読者により、論文・研究ノート・不掲載の判断が下され、理事会によって審議決定されます。

	著者校正
	7月～8月頃
	時期は年によって前後することがあります。査読者のコメント・修正案・誤植訂正などを踏まえて、最終原稿を作成します。

	最終原稿提出
	8月中旬～下旬頃
	時期は年によって前後することがあります。

	最終原稿確認
	9月～10月頃
	最終確認が必要な原稿のみ、事務局から問い合わせがあります。

	出版
	11月初旬
	著者は報告大会で紀要４部を受け取ることができます。


『外国語教育研究』　投稿規定

2012年現在

１．投稿者は原則として外国語教育学会の会員とし、投稿論文は研究発表大会で発表を行った研究とする。
２．本誌に掲載するものは「論文」「研究ノート」「書評」等とする。
３．発行は年１回。
４．原稿の採否は編集委員会のレフリーによる査読と審議を経て決定する。
５．使用言語については原則として日本語とする。
６．図・絵・表はいずれも白黒とし、網掛けは避け、できるだけ鮮明な画像を貼り付ける。
７．論文は１ページが34文字×32行で18ページ（約20,000字）以内、研究ノートは34文字×32行で10ページ程度、書評は34文字×32行で5ページ程度とする。
８．執筆者は全員、日本語レジュメ（１ページ以内）を提出し、査読により論文として採用された原稿については外国語のレジュメ（１ページ以内)も付すこと。
９．掲載が受理された後に執筆者自身が校正の作業にあたる。著者には4部献呈する。
10．留意事項
執筆者は必ず下記の「投稿用書式」のWORDファイルを利用すること。他の原稿は受け付けない。提出物はE-mail添付ファイルで送ること。
フォントや体裁については個々に著者と編集責任者で相談することとする。

『外国語教育研究』 外国語教育学会紀要 No.16 (2013) pp.-　事務局で記入








� 脚注 欧文引用形式 MAJUMDAR and MORRIS (1980). The French pluperfect tense as a punctual past, Archivum Linguisticum 11.1: 1-12 にようにする。
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